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         編集・発行  小笠原村総務課                

〒100－2101 

          東京都小笠原村父島字西町 

TEL04998(2)3111 

              FAX04998(2)3222 

ホームページアドレス             

 https：//www．ｖｉｌｌ．ｏgasawara．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ 

 

小笠原の花・木・鳥・魚 

花 ムニンヒメツバキ  木 タコノキ 

鳥 ハハジマメグロ   魚 アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ貯水率 

2/25現在 

父島 

97.３/100 

母島  

96.3/100 

1月気象状況  (父島) 

最高気温 23.3℃ 

最低気温 12.7℃ 

平均気温 18.2℃ 

平均湿度 69％ 

月降水量 111.0mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数(2/1) 

      2,500人 

      父島   母島         

 人口  2,071人  429人 

 世帯  1,235     261 

                   
 

                
 

            

    

◎
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す 

３
月
13
日(

木)

以
降
に
新
し
い
住
所
地
へ
転
入
届

を
出
す
予
定
の
方
は
、
新
し
い
住
所
地
で
は
東
京
都

議
会
議
員
選
挙
の
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
。
小
笠
原
村

で
投
票
す
る
か
、
小
笠
原
村
へ
不
在
者
投
票
請
求
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。(

都
外
へ
転
出
し
た
方
は
、

投
票
で
き
ま
せ
ん
。) 

【告
示
日
】６
月
13
日(

金) 

【投
票
日(

父
島)

】６
月
22
日(

日) 

【繰
上
げ
投
票
日(

母
島)

】６
月
21
日(

土) 

 
◎
不
在
者
投
票
と
は 

 
不
在
者
投
票
請
求
書
を
事
前
に
村
へ
提
出(

原
本)

す
る
こ
と
で
、
村
外
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。
投
票
用
紙
を
郵
送
す
る
た
め
、
早
め
の
請

求
手
続
き
が
必
要
で
す
。
都
議
選
に
つ
い
て
は
、
転
出

手
続
き
と
同
時
に
請
求
書
を
提
出
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

               

●
問
合
せ
先 

 
 
 

小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
２―

３
１
１
１ 

    

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
転
出
届
や
転
入

予
約(

来
庁
予
定
の
連
絡)

が
で
き
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
転
出
届
の
提
出
を
し

た
場
合
も
、
別
途
、
転
入
先
市
区
町
村
の
窓
口
で

転
入
届
等
の
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

◎
引
越
し
手
続
に
つ
い
て(

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル) 

h
ttp

s
://m

y
n
a
.g

o
.jp

/h
tm

l/m
o
v
in

g
_o

ss
.

h
tm

l 

   

◎
引
越
し
手
続
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス 

h
ttp

s
://w

w
w

.d
ig

ita
l.g

o
.jp

/p
o
lic

ie
s
/m

o

v
in

g
_o

n
e
s
to

p
_s

e
rv

ic
e
 

    

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

 

２―

３
１
１
３ 

    

３
月
２６
日(

水)

～
４
月
６
日(

日)

の
間
、
小
中
学

校
が
春
休
み
期
間
と
な
る
た
め
、
平
日
ダ
イ
ヤ(

扇
浦

線)
の
、
７
時
１５
分
小
港
海
岸
発
便
は
、
ど
な
た
で
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
中
の
バ
ス
の
運
行
は
、
乗
客
定

員(

１２
名)
の
少
な
い
バ
ス
で
の
運
行
と
な
り
ま
す
。

出
港
中
の
大
勢
で
の
ご
利
用
の
際
は
、
事
前
に
バ
ス
営

業
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所   

２―

３
９
８
８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

産
業
観
光
課   

 
 

２―

３
１
１
４ 

    

①
【洲
崎
第
２
減
容
試
験
場
】の
運
用
開
始 

 

３
月
15
日(

土)

よ
り
、
洲
崎
地
区
に
【洲
崎
第
２
減

容
試
験
場
】を
新
設
し
、
運
用
開
始
し
ま
す
。 

 

「家
庭
か
ら
発
生
す
る
少
量
の
草
・葉
・小
枝
を
個
人

で
搬
入
す
る
場
合
」に
限
り
、
搬
入
で
き
ま
す
。
事
業

者
が
搬
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
家
庭
か
ら
発
生
す
る
場
合
で
も
「大
量
に
発

生
す
る
」「事
業
者
な
ど
へ
委
託
す
る
」場
合
や
、
「太

い
木
」は
、
搬
入
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
村
役
場
環
境
課

へ
申
請
の
う
え
、
既
設
の
【洲
崎
第
１
減
容
試
験
場
】へ

搬
入
く
だ
さ
い
。 

②
【屏
風
谷
減
容
試
験
場
】の
閉
鎖 

 

３
月
31
日(

月)

を
も
っ
て
、
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ

ー
前
【屏
風
谷
減
容
試
験
場
】は
閉
鎖
し
ま
す
。
閉
鎖

後
に
草
葉
を
搬
入
す
る
こ
と
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。 

 

４
月
１
日(

火)

以
降
は
、
【洲
崎
第
１
減
容
試
験
場
】

ま
た
は
【洲
崎
第
２
減
容
試
験
場(

家
庭
少
量
搬
入
限

定)

】を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

                

●
問
合
せ
先 

環
境
課 

生
活
環
境
係
２―

２
２
７
０ 

ＮＯ．779 

令和 7 年(2025) 

 3/１(土) 
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 ▲ 
村民だよりはHPから 

もご覧いただけます。 

 

小
笠
原
村
か
ら
転
出
予
定
の
方
へ 

(

ご
注
意
く
だ
さ
い
：選
挙
の
投
票
制
度) 

 

転
出
届
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を 

ご
利
用
く
だ
さ
い 

 

 

村
営
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

 

草
木
搬
入
場
所
が 

変
更
に
な
り
ま
す(

父
島) 
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「令
和
６
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別

給
付
金
」の
対
象
者
へ
２
月
下
旬
に
確
認
書
を
発
送
し

ま
し
た
。 

確
認
書
を
受
け
取
ら
れ
た
方
は
、
内
容
を
確
認
い

た
だ
き
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送
、
ま
た
は
窓

口
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

【申
請
期
限
】４
月
11
日(

金)

ま
で 

※
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
し
く
掲
載
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

※
確
認
書
が
届
か
な
い
方
で
、
対
象
と
思
わ
れ
る
方

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【注
意
】 

 

臨
時
特
別
給
付
金
を
装
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
や
個

人
情
報
の
詐
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
小
笠
原
村
や

内
閣
府
の
職
員
な
ど
を
か
た
る
不
審
な
電
話
や
郵
便

が
あ
っ
た
場
合
は
、
小
笠
原
村
や
警
察
署
、
警
察
相

談
専
用
電
話(

♯
９
１
１
０)

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
提
出
・問
合
せ
先 

 

総
務
課 

総
務
係 

 
 
 
 
 
 
 

２―

３
１
１
１ 

 

母
島
支
所 

庶
務
係 

 
 
 
 
 

３―

２
１
１
１ 

     

「さ
く
ら
寮
」は
広
尾
病
院
の
敷
地
内
に
あ
り
、
広

尾
病
院
に
入
院
し
て
い
る
患
者
の
家
族
の
方
、
ま
た

は
通
院
し
て
い
る
外
来
予
約
済
み
の
患
者
と
そ
の
家

族
の
方
が
利
用
で
き
る
宿
泊
施
設
で
す
。 

 

お
ひ
と
り
の
患
者
に
つ
き
、
月
１
回
限
り
で
最
長
６

泊
７
日
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。
で
き
る
だ
け
多
く
の

方
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

【利
用
方
法
】「患
者
・地
域
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」へ
空

き
状
況
を
確
認
の
上
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

【場
所
】 

都
立
広
尾
病
院
敷
地
内
「さ
く
ら
寮
」(

看
護
師
寮

内) 【利
用
料
金
】 

１
日 

１
，
０
０
０
円 

(

例
：１
泊
２
日
の
場
合
は
、
２
，
０
０
０
円) 

【間
取
り
・設
備
】 

１
Ｋ 

 

台
所
、
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス(

浴
槽
・ト
イ
レ)

、
洗
濯
機
、

冷
蔵
庫
、
布
団
又
は
ベ
ッ
ト
、
シ
ー
ツ 

【申
込
先
】 

広
尾
病
院
「患
者
・地
域
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
窓
口
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

０
３—

３
４
４
４—

１
１
８
１ 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係  

 

２―

３
９
３
９ 

     

令
和
６
年
度
分
「小
笠
原
村
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利
用

支
援
事
業
補
助
金
」申
請
書
類
の
最
終
提
出
期
限
が

間
も
な
く
で
す
。 

 

期
限
ま
で
に
提
出
い
た
だ
か
な
い
と
、
申
請
を
受
付

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
早
め
の
ご
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。 

【提
出
期
限
】４
月
３０
日(

水)

ま
で 

【利
用
対
象
期
間
】 

 

令
和
６
年
度
利
用
分 

(

令
和
６
年
４
月
～
令
和
７
年
３
月
利
用
分) 

 
 ●

問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

 

２―

３
９
３
９ 

  

◎
保
育
士 

【受
験
資
格
】 

昭
和
39
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
保
育
士
免

許
を
有
し
、
都
道
府
県
知
事
の
登
録
を
受
け
て
い
る

方 【申
込
締
切
】随
時
募
集
中 

◎
事
務 

【受
験
資
格
】 

昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方 

【申
込
締
切
】３
月
31
日(

月) 

 

◎
技
術(

土
木
・
機
械
・
建
築
・
電
気
・
化
学) 

【受
験
資
格
】 

昭
和
39
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方 

※
技
術
職
は
、
試
験
が
３
種
類
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
内

容
が
異
な
り
ま
す
。 

【申
込
締
切
】３
月
31
日(

月) 

 

◎
介
護
福
祉
士 

【受
験
資
格
】 

昭
和
39
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
介
護
福
祉

士
資
格
を
有
し
て
い
る
方 

【申
込
締
切
】４
月
14
日(

月)  

 

※
詳
し
く
は
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

要
項
は
役
場
窓
口
で
配
布
の
ほ
か
、
小
笠
原
村
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係   

２―

３
１
１
１ 

   

◎
議
会
事
務
局 

事
務
補
助
員
１
名 

【業
務
内
容
】事
務
補
助
業
務 

【期
間
】 

令
和
７
年
４
月
１
日
～
令
和
８
年
３
月
31
日 

【勤
務
時
間
】 

 
月
曜
日
～
金
曜
日(

※
祝
日
を
除
く)

の
う
ち
４
日 

 

週
14
時
間
以
内(

１
日
３
時
間
～
４
時
間) 

【給
与
】時
給
１
、
１
７
２
円
～
１
、
４
０
５
円 

【選
考
方
法
】書
類
・面
接 

【申
込
方
法
】履
歴
書
の
提
出 

【申
込
締
切
】３
月
17
日(
月) 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

村
議
会
事
務
局            

２―

３
１
１
８ 

   

◎
ち
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
・学
童
保
育
の
指
導
員 

【応
募
資
格
】次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
者 

 

①
保
育
士
資
格
を
有
す
る
者 

 

➁
普
通
自
動
車
免
許(

Ａ
Ｔ
限
定
可)

を
有
す
る
者 

【採
用
人
員
】若
干
名 

【採
用
予
定
日
】４
月
１
日
以
降 

【雇
用
形
態
】常
勤
・パ
ー
ト(

年
度
契
約) 

【募
集
期
間
】３
月
１９
日(

水)

ま
で(

必
着) 

【申
込
方
法
】 

履
歴
書
、
資
格
証
明
書(

写)

、
職
務
経
歴
書
を
郵

送
ま
た
は
持
参
の
こ
と 

【選
考
方
法
】面
接 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
・申
込
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

 
 

２―

２
４
８
６ 

    

◎
パ
ー
ト
職
員(

父
島
１
名) 

【業
務
内
容
】 

調
理
員
：施
設
で
の
調
理
ま
た
は
調
理
補
助 

【資
格
】特
に
な
し(

料
理
好
き
な
方) 

【勤
務
時
間
】 

① 

午
前
９
時
～
午
後
０
時
30
分 

 

②
午
前
11
時
～
午
後
２
時 

 

③
午
後
４
時
30
分
～
６
時
ご
ろ 

(

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
時
の
夕
食) 

 

④
午
前
11
時
～
午
後
０
時
30
分
ご
ろ 

(

土
日
祝
日
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
時
の
昼
食) 

【休
日
】 

シ
フ
ト
勤
務(

基
本
土
日
、
祝
日) 

 

祝
日
営
業
あ
り(

年
６
回
く
ら
い) 

 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
実
施
時
は
土
日
祝
日
に
昼
食
・夕

食
出
勤
あ
り 

令
和
６
年
度 

住
民
税
非
課
税
世
帯
等 

臨
時
特
別
給
付
金 

 

 

都
立
広
尾
病
院 

利
用
者
用
宿
泊
施
設 

「
さ
く
ら
寮
」の
ご
案
内 

 

 

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利
用
支
援
の 

補
助
申
請
を
お
忘
れ
な
く
！ 

 

 

小
笠
原
村
職
員
募
集 

 

 

小
笠
原
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集 

 

 

社
会
福
祉
協
議
会 

保
育
職
員
募
集 

明
老
会
職
員
募
集 
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【給
与
】 

時
給
１
，
２
５
０
円
～
③
、
④
は
１
回
３
，
０
０
０
円 

※
週
１
回
か
ら
の
勤
務
Ｏ
Ｋ
、
ド
ッ
ク
中
の
み
勤
務
し

た
い
方
又
は
土
日
祝
日
に
勤
務
し
て
く
れ
る
方
大

歓
迎 

 

◎
常
勤
職
員(

父
島
１
名)  

【業
務
内
容
】 

介
護
業
務
全
般 

(

通
所
介
護
、
訪
問
介
護
、
短
期
入
所
生
活
介
護) 

【資
格
】 

実
務
者
研
修
受
講
者
以
上
、
普
通
自
動
車
免
許

(

Ａ
Ｔ
限
定
可) 

【勤
務
時
間
】 

日
勤:

午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分
の
間
の 

７
時
間
45
分 

シ
フ
ト
制
に
よ
る 

夜
勤:

午
後
４
時
45
分
～
翌
午
前
９
時
15
分 

【休
日
】 

基
本
は
土
日
、
祝
日(

シ
フ
ト
制
に
よ
る
為
４
週
に

８
日
以
上
確
保
で
き
る
範
囲
内) 

【休
暇
】 

年
次
有
給
休
暇 

１
年
に
20
日
支
給 

初
年
度
は
入
社
月
に
よ
る 

時
間
単
位
年
休
５
日
ま
で 

そ
の
他
特
別
休
暇
あ
り 

【給
与
】 

月
給 

２
２
０
，
９
０
０
円
～
２
８
８
，
４
０
０
円 

(

介
護
業
務
経
験
年
数
に
よ
る) 

賞
与 

年
２
回
／
４
・５
か
月
分(

前
年
度
実
績) 

【手
当
】 

夜
勤
手
当 

６
，
８
０
０
円
／
１
回 

 

扶
養
手
当 

住
宅
手
当
ま
た
は
法
人
借
り
上
げ
ア

パ
ー
ト
あ
り(

家
賃
自
己
負
担
額
最
大
３
万
、
ア
パ

ー
ト
に
よ
る) 

  ●
問
合
せ
先 

明
老
会 

高
野 

 
 
 

２―

３
９
１
１ 

   

  

出
張
期
間
：
12
月
20
日
～
29
日 

・全
国
離
島
振
興
協
議
会
会
議
出
席 

・国
会
議
員
、
国
交
省
お
よ
び
東
京
都
関
係
部
署 

挨
拶
、
意
見
交
換 

等 

 

出
張
期
間
：１
月
18
日
～
２
月
５
日 

・東
京
都
町
村
長
会
出
席 

・港
湾
関
係
団
体
賀
詞
交
歓
会
出
席 

・世
界
自
然
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議(

鹿
児
島
県
徳

之
島)

出
席 

・北
方
領
土
の
返
還
を
求
め
る
都
民
大
会
出
席 

・国
交
省
、
東
京
都
、
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
審
議
会

委
員
と
の
意
見
交
換 

等 

 
●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係   

２―

３
１
１
１ 

 

   

１
月
１０
日
に
母
島
分
団
出
初
式
が
、
１
月
１３
日

に
小
笠
原
村
消
防
団
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。 

多
く
の
村
民
の
皆
さ
ま
が
見
学
さ
れ
る
中
、
無
事
、

式
典
お
よ
び
放
水
演
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

式
典
実
施
に
あ
た
り
、
皆
様
に
ご
理
解
と
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

年
も
村
民
の
財
産
と
生
命
を
守
る
べ
く
、
消
防
団
は

一
致
団
結
し
て
消
防
活
動
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

◎
令
和
６
年
度
中
の
表
彰
者 

 
 

【勤
続
40
年
特
別
表
彰
】 

赤
石 

一
昌  

団
長(

父
島) 

佐
々
木 

英
樹  

部
長(

父
島) 

【勤
続
２０
年
特
別
表
彰
】 

比
企 

理
史  

班
長(

母
島) 

 

【小
笠
原
村
長
特
別
功
労
章
】 

愛
澤 

郁
太
郎  

団
員(

父
島) 

 

【小
笠
原
村
長
功
労
章
】 

杉
村 

由
紀  

団
員(

母
島) 

 
 

【東
京
都
消
防
協
会
功
労
表
彰
】 

上
部 

修
一  

班
長(

父
島) 

 

【東
京
都
消
防
協
会
優
良
賞
】 

越
立 

さ
ち
子  

団
員(

母
島) 

 

 
 

 

                                 

●
問
合
せ
先 

総
務
課 

総
務
係 

 

２―

３
１
１
１ 

    

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
保
護
者
の
お
子

さ
ん
が
内
地
の
学
校
等
に
通
う
学
生(

生
徒)

で
、
一

時
帰
省
の
た
め
に
「お
が
さ
わ
ら
丸
」を
利
用
す
る
場

合
は
、
船
賃
が
35
％
割
引
に
な
る
制
度
が
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。 

 

ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
「お
が
さ
わ
ら
丸
」

の
乗
船
券
購
入
前
に
「学
生
証
の
コ
ピ
ー
」ま
た
は
「在

学
証
明
書
」を
ご
持
参
の
上
、
保
護
者
の
方
が
村
民
課

住
民
係
ま
た
は
母
島
支
所
に
て
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

  

２―

３
１
１
３ 

    

小
笠
原
村
で
は
、
大
学
・大
学
院
、
高
等
専
門
学
校
、

ま
た
は
専
修
学
校
に
在
学
し
、
経
済
的
理
由
に
よ
り

修
学
困
難
な
方
を
対
象
に
学
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。  

 

【貸
付
の
要
件
】 

①
貸
付
の
日
の
３
年
前
か
ら
引
き
続
き
小
笠
原
村
に

住
所
を
有
す
る
者
の
子
で
あ
る
こ
と 

②
大
学
・大
学
院
の
第
１
学
年
、
高
等
専
門
学
校
の
第

４
学
年
ま
た
は
専
修
学
校
の
第
１
学
年
で
あ
る
こ

と(

た
だ
し
、
大
学
も
し
く
は
専
修
学
校
の
第
２
学

年
以
上
の
学
年
ま
た
は
高
等
専
門
学
校
の
第
５
学

年
に
在
学
中
で
、
学
資
金
の
貸
付
を
必
要
と
す
る

特
別
の
事
情
が
発
生
し
た
場
合
を
除
く) 

【貸
付
金
額
】  

 

月
額
２
万
５
千
円 

※
申
請
方
法
、
償
還
の
方
法
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２―

３
１
１
７ 

  

村
長
出
張
報
告(

12
・１
・２
月) 

 

 

小
笠
原
村
消
防
団
出
初
式
を
実
施 

 

 

母
島
沖
港
野
積
場 

◀ 

父
島
二
見
港
第
一
物
揚
場(

青
灯
台) 

◀ 

小
笠
原
村
出
身
学
生
の
一
時
帰
省 

学
生
割
引
の
制
度
が
あ
り
ま
す 

 

 

小
笠
原
村
奨
学
資
金 
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音
楽
発
表
会(

全
学
年)

を
実
施
し
ま
す
。
保
護

者
・地
域
の
皆
様
方
に
は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
観
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

【日
時
】３
月
８
日(

土) 

 
 
 
 

午
後
２
時
～
２
時
50
分 

【場
所
】小
笠
原
小
中
学
校
体
育
館 

【内
容
】 

《各
学
年
合
唱
》  

 
  

１
年
生:

「明
日
へ
」 

 
  

２
年
生:

「大
切
な
も
の
」 

 
  

３
年
生:

「正
解
」 

《全
校
吹
奏
楽
》  

 
 

「 M
A

R
C

H
 F

O
R

 F
R

E
E

D
O

M
 

」 

 
 

「 

残
酷
な
天
使
の
テ
ー
ゼ 

」 

※
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

※
上
履
き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

２―

２
５
０
２ 

    

昨
今
、
学
校
教
職
員
の
長
時
間
勤
務
等
が
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
教
職
員
の
働
き
方
改
革
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会
で
は
、
小
笠
原
村
立
学
校

の
管
理
運
営
に
関
す
る
規
則
に
よ
り
、
教
育
職
員
の

勤
務
時
間
外
の
在
校
等
時
間(

※
１)

を
１
か
月
45

時
間
以
内
、
年
間
３
６
０
時
間
以
内
と
定
め
て
い
ま

す
。 令

和
５
年
度
の
村
立
学
校
教
育
職
員
１
人
あ
た
り

の
平
均
の
在
校
等
時
間
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

(

※
１)

在
校
等
時
間
：教
職
員
が
勤
務
の
た
め
学
校

に
到
着
し
た
時
間
か
ら
、
勤
務
を
終
え
学
校
を
出
る

時
間
ま
で
の
時
間(

校
外
に
お
け
る
勤
務
時
間
も
含

む)

で
、
一
般
的
な
超
過
勤
務
時
間
に
相
当
す
る
時
間
。 

《月
平
均
》２
３
・７
３
時
間 

(

マ
イ
ナ
ス
３
・７
１
時
間) 

《年 

間
》２
８
４
・７
５
時
間 

(

マ
イ
ナ
ス
４
４
・５
１
時
間) 

※( 
)

内
の
数
字
は
前
年
度
と
の
比
較
値 

 

前
年
度
と
の
比
較
で
は
、
時
間
外
在
校
等
時
間
は

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
数
値
は
、
あ
く
ま
で
も
平

均
値
の
た
め
、
現
在
も
基
準
を
上
回
っ
て
い
る
職
員

も
い
る
の
が
現
状
で
す
。 

村
立
学
校
の
労
働
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
で
、
教

育
職
員
に
は
、
子
供
た
ち
と
の
関
わ
り
や
授
業
の
準

備
と
い
っ
た
本
来
の
業
務
に
専
念
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会
お
よ
び
村
立
学
校
で
は
、

働
き
方
改
革
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

保
護
者
と
地
域
の
皆
様
に
も
、
教
職
員
の
働
き
方

改
革
の
推
進
に
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

【教
育
委
員
会
か
ら
の
お
願
い
】 

村
立
学
校
教
職
員
の
正
規
の
勤
務
時
間
は
、
父
島

が
午
前
７
時
45
分
～
午
後
４
時
30
分
、
母
島
が
午

前
７
時
50
分
～
午
後
４
時
45
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(

休
憩
・休
息
時
間
を
除
く
７
時
間
45
分) 

先
生
方
は
、
早
く
登
校
す
る
子
供
た
ち
に
対
応
す

る
た
め
、
自
主
的
に
早
い
時
間
か
ら
出
勤
し
て
い
る

実
態
が
あ
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
お
子
さ
ん
の
学

校
の
到
着
時
間
が
午
前
７
時
30
分
以
降
に
な
る
よ

う
に
、
家
を
出
る
時
間
を
調
整
し
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ゆ
と
り
あ
る
勤
務
環
境
を
整
え
、
先
生
方
が
子
供

た
ち
一
人
ひ
と
り
に
向
き
合
え
る
時
間
を
よ
り
多
く

取
れ
る
よ
う
に
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 
 
 

２―

３
１
１
７ 

  

       

建
築
物
を
建
て
る
場
合
は
、
事
前
に
建
築
基
準
法

に
基
づ
く
建
築
確
認
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

建
築
確
認
申
請
で
は
、
建
築
基
準
法
に
定
め
ら
れ

た 

「構
造
の
安
全
性
」「防
火
性
能
」「避
難
の
安
全
性
」

等
に
つ
い
て
、
法
律
に
適
合
し
て
い
る
か
行
政
ま
た
は

民
間
の
専
門
機
関
が
審
査
し
ま
す
。 

 

申
請
を
行
わ
ず
建
築
物
を
建
て
た
場
合
や
、
建
築

物
が
建
築
基
準
法
に
定
め
ら
れ
た
基
準
に
適
合
し
な

い
場
合
は
、
法
律
に
基
づ
く
指
導
措
置
等
が
あ
り
ま

す
。 

 

計
画
し
て
い
る
建
物
が
あ
る
場
合
、
お
使
い
の
建
物

で
構
造
上
等
の
ご
心
配
が
あ
る
場
合
は
、
専
門
の
建

築
設
計
士
等
に
ご
相
談
い
た
だ
き
、
法
律
に
基
づ
く

必
要
な
手
続
き
を
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
都
市
整
備
局 

市
街
地
建
築
部
建
築
指
導
課 

０
３―

５
３
８
８―

３
３
７
３ 

東
京
都
小
笠
原
支
庁 

土
木
課
住
宅
担
当 

 

２―

２
１
６
９ 

   

昨
年
度
よ
り
行
文
線
整
備
事
業
の
準
備
工
事
に
着

手
し
て
い
ま
す
。 

現
在
、
今
後
の
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
を
整
備
す
る
際

に
必
要
と
な
る
施
工
ヤ
ー
ド
を
確
保
す
る
た
め
、
こ

れ
ら
の
工
事
に
先
立
ち
仮
桟
橋
を
設
置
す
る
工
事
を

実
施
し
て
い
ま
す
。 

村
民
の
皆
様
へ
工
事
の
進
捗
状
況
を
報
告
す
る
と

と
も
に
、
将
来
建
設
業
に
関
心
・興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
指
し
て
子
供
を
対
象
と
し
た
見
学
会

を
開
催
し
ま
す
。 

【日
時
】１
時
間
程
度 

第
１
回
：３
月
15
日
（土
）午
前
９
時
～ 

第
２
回
：３
月
15
日
（土
）午
前
10
時
15
分
～ 

予
備
日
：３
月
16
日
（日
）の
同
時
刻 

【集
合
場
所
】奥
村
交
流
セ
ン
タ
ー 

駐
車
場 

【見
学
内
容
】 

・仮
桟
橋
の
施
工
状
況
、
環
境
配
慮
事
項
等
の
説
明 

・１
５
０
ｔ
ク
レ
ー
ン
等
の
乗
車
、
記
念
撮
影 

な
ど 

【参
加
対
象
者
】 

・第
１
回
は
一
般
村
民
向
け 

・第
２
回
は
子
供
向
け
（保
護
者
同
伴
） 

・各
回
先
着
順
で
20
名
程
度 

【申
込
方
法
】 

①
希
望
回
②
代
表
者
氏
名
③
参
加
人
数
④
連
絡
先 

を
記
載
の
上
、
メ
ー
ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

S
0
0
0
0
6
5
1@

se
c
tio

n
.m

e
tro

.to
k
y
o
.jp

 

【申
込
締
切
】３
月
７
日(

金)

午
後
５
時
ま
で 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
道
路
河
川
担
当
２―

２
１
６
３ 

   
 

 

福
祉
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【日
時
】３
月
９
日(

日) 

 
 
 
 

午
前
１０
時
～
午
後
２
時 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【そ
の
他
】 

○
寄
付
物
品(

家
具
含
む)

を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

(

引
き
取
り
に
も
伺
い
ま
す
。) 

○
飲
食
の
出
店
が
あ
り
ま
す
。 

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
同
時
開
催
し
ま
す
。 

(

申
込
不
要
、
当
日
９
時
か
ら
準
備
で
き
ま
す
。) 

※
出
店
者
は
、
売
上
の
一
部
の
ご
寄
付
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

 

２―

２
４
８
６ 

村
立
学
校
教
育
職
員 

勤
務
状
況
の
公
表 

 

 

小
笠
原
中
学
校 

音
楽
発
表
会 

建
築
物
を
建
て
る
際
は 

確
認
申
請
が
必
要
で
す 

行
文
線 

仮
桟
橋
設
置 

工
事
現
場 

見
学
会(

父
島) 

 

福
祉
バ
ザ
ー(

父
島) 
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【日
時
】３
月
18
日(

火) 

 
 
 
 

午
後
７
時
～
８
時
３０
分 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【行
政
相
談
委
員
】 

 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

佐
々
木
英
樹 

※
予
約
不
要 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

住
民
係 

 
 

２―

３
１
１
３ 

  
 

   

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【相
談
内
容
】無
料
一
般
相
談 

【日
時
】３
月
28
日(

金) 

 
 
 
 

午
前
１０
時
～
正
午 

 
 
 
(

１
件
あ
た
り
約
２０
分
枠) 

※
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
前
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

(

受
付
時
間
：平
日
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時
３０
分) 

     

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
を
対
象
と

し
て
、
弁
護
士
の
法
律
相
談(

電
話
相
談)

を
実
施
し

て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。 

【相
談
日
】月
・水
・金
曜
日 

 

※
祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
お
休
み
し
ま
す
。 

【相
談
時
間
】午
後
１
時
～
４
時 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
、
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す

が
、
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
予

約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

※
事
前
予
約
は
、
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後

５
時(

祝
日
・年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く)

に
お

願
い
し
ま
す
。 

    

●
相
談
・予
約
・問
合
せ
先 

東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局 

都
民
生
活
部 

地
域
活
動
推
進
課 

０
３―

５
３
８
８―

２
２
４
５ 

    

【日
時
】３
月
18
日(

火)

午
後
４
時
～
６
時 

【場
所
】母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室                          

            
【相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件(

労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退
職
・

解
雇
な
ど) 

○
求
人
求
職(
求
人
・求
職
申
込
な
ど) 

○
労
災
保
険(

加
入
、
労
災
給
付
な
ど) 

○
雇
用
保
険(

加
入
、
失
業
給
付
な
ど) 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

労
働
主
査 

２―
２
１
０
２ 

 

        

３
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

【父
島
】 

《日
時
》３
月
６
日(

木)

午
後
２
時
30
分
～
４
時 

《場
所
》小
笠
原
村
診
療
所 

※
父
島
は
予
約
制
で
す
。
２
日
前
ま
で
に
福
祉
係
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

【母
島
】 

《日
時
》３
月
６
日(

木)

午
後
３
時
30
分
～
４
時 

《場
所
》母
島
診
療
所 

【接
種
可
能
予
防
接
種
】 

 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、 

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
五
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、 

 

Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、

水
痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、 

 

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、
ロ
タ
ワ
ク
チ
ン 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

  

２―

３
９
３
９ 

 

 
 
 
 
 
 
   

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 

３―

２
１
１
１ 

    

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。 

【対
象
者
】４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６
か
月
、

２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【日
時
】３
月
13
日(

木) 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階
大
会
議
室 

※
な
お
、
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
計
測
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

  

２―

３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
身
長
・体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。
母
子
手
帳
を

ご
持
参
下
さ
い
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。 

【対
象
者
】０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児 

【日
時
】３
月
18
日(

火) 

受
付
時
間 

午
前
10
時
～
11
時 

【場
所
】母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 
   

３―

２
１
１
１ 

 

   

３
月
の
テ
ー
マ
は
、
父
島
は
「リ
ズ
ム
あ
そ
び
」、
母

島
は
「絵
具
あ
そ
び
」で
す
。 

 

保
育
士
・保
健
師
と
共
に
、
親
子
で
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。 

【父
島
】 

《対
象
者
》１
歳
半
～
３
歳
児
と
保
護
者 

《日
時
》３
月
19
日(

水)

午
前
10
時
～
11
時
15
分 

《場
所
》地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室 

《持
ち
物
》動
き
や
す
い
服
装
・飲
み
物 

《申
込
締
切
》３
月
14
日(

金) 

《募
集
組
数
》最
大
10
組 

 

※
先
着
順
で
の
ご
案
内
に
な
り
ま
す
。 

【母
島
】 

《対
象
者
》未
就
園
児
と
保
護
者 

《日
時
》３
月
10
日(

月)

午
前
10
時
～
11
時 

《場
所
》母
島
支
所
大
広
間 

《持
ち
物
》汚
れ
て
も
よ
い
服
装
・飲
み
物 

《申
込
締
切
》３
月
７
日(

金) 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

 
 
 
 
 
 
 

２―

３
９
３
９ 

 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３―

２
１
１
１ 

 
 

 

助
産
師
に
よ
る
母
乳
育
児
に
関
す
る
会
を
開
催
し

ま
す
。 

授
乳
の
こ
と
、
卒
乳
の
こ
と
な
ど
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
？  

【対
象
者
】 

１
歳
～
卒
乳
を
迎
え
て
い
な
い
お
子
様
と
保
護
者 

【日
時
】３
月
４
日(

火)

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【場
所
】地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階 

研
修
和
室 

【持
ち
物
】筆
記
用
具 

【申
込
締
切
】３
月
３
日(

月) 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

         

２―

３
９
３
９ 

　 令和６年度　下半期　島しょ法律相談日　カレンダー

月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金 月 水 金

2 4 　 1 2 4 6 3 5 7 3 5 7

7 9 11 6 8 9 11 13 6 8 10 10 12 14 10 12 14

16 18 11 13 15 16 18 20 　 15 17 17 19 21 17 19 21

21 23 25 18 20 22 23 25 27 20 22 24 26 28 24 26 28

28 30 25 27 29 　 27 29 31 31

※　斜線の日程（祝日・年末年始）は、相談はお休みです。

２月 ３月

令和６年 令和７年

１０月 １１月 １２月 １月

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

「
島
し
ょ
法
律
相
談
」
の
ご
案
内 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

 

定
期
予
防
接
種 

 

 

乳
幼
児
健
診
・歯
科
健
診(

父
島) 

 

 

乳
幼
児
計
測
会(

母
島) 

 

 

親
子
教
室(

す
く
す
く
キ
ッ
ズ) 

 

 

育
児
学
級(

卒
乳
の
会)(

父
島) 
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◎
歯
科(

父
島) 

【休
診
日
】３
月
12
日(
水)
～
19
日(

水) 

※
歯
痛
等
は
、
医
科
の
外
来
に
て
痛
み
止
め
薬
等
の

処
方
も
で
き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２―
３
８
０
０ 

          

◎
宅
急
便(

ヤ
マ
ト
運
輸)

の
配
送
は
計
画
的
に
！ 

 

３
月
よ
り
引
越
シ
ー
ズ
ン
と
な
る
た
め
、
荷
物
の
搬

出
は
計
画
的
に
お
願
い
し
ま
す
。
お
届
け
希
望
を
最

短
日
で
指
定
さ
れ
て
も
ご
要
望
に
お
応
え
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
承
知
お
き
く

だ
さ
い
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
運(

株)

父
島
営
業
所 
 

２―

２
５
０
０ 

 
(

株)

恵
興
小
笠
原
営
業
所 
 
 
 
 

２―

２
８
５
２ 

小
笠
原
ア
イ
ラ
ン
ズ
農
協
母
島
支
店
３―

２
３
３
１ 

      

３
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載
に

な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２―

２
５
０
０
ま
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※()

内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

                                 
 

 

◎
お
が
さ
わ
ら
丸
の
代
船
さ
る
び
あ
丸  

 

お
が
さ
わ
ら
丸
は
５
月
11
日(

日)

～
31
日(

月)

ま
で
の
期
間
ド
ッ
ク
入
り
し
ま
す
。
こ
の
間
次
の
日
程

で
代
船
さ
る
び
あ
丸(

６
０
９
９
ト
ン
・近
海
定
員
２

８
４
名)

を
運
航
し
ま
す
。 

 

東
京
発 

５
月
20
日(

火) 

午
前
10
時 

父
島
着 

５
月
21
日(

水) 

午
後
３
時 

 

父
島
発 

５
月
22
日(

木)

午
前
10
時
30
分 

東
京
着 

５
月
23
日(

金)

午
後
３
時
30
分 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

                 

●
問
合
せ
先 

父
島
営
業
所 

 
 
 
 

２―

２
５
０
０ 

      

        

ネ
ズ
ミ
は
小
笠
原
に
は
元
々
生
息
し
て
お
ら
ず
、

人
の
移
動
な
ど
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
外
来
種
で

す
。
小
笠
原
の
無
人
島
で
は
、
固
有
の
カ
タ
ツ
ム
リ
や

植
物
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
、
海
鳥
を
守
る
た
め

に
ネ
ズ
ミ
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

有
人
島
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
「有
人
島
に
お
け

る
ネ
ズ
ミ
対
策
に
か
か
る
行
政
連
絡
会
」な
ど
で
関

係
行
政
機
関
に
よ
る
対
策
を
議
論
し
て
お
り
、
こ
の

一
環
と
し
て
各
行
政
機
関
と
関
係
者
で
、
集
落
内
各

地
に
お
け
る
ネ
ズ
ミ
の
一
斉
防
除
を
実
施
し
ま
す
。 

次
の
期
間
中
、
集
落
内
各
地
に
ネ
ズ
ミ
を
捕
獲
す
る

た
め
の
カ
ゴ
罠
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【母
島
】３
月
３
日(

月)

～
７
日(

金) 

【父
島
】３
月
10
日(

月)

～
14
日(

金) 

  

な
お
、
一
部
の
行
政
機
関
と
関
係
団
体
の
施
設
に
お

い
て
、
殺
鼠
剤
を
充
填
し
た
ベ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン(

Ｂ

Ｓ)

設
置
に
よ
る
防
除
を
父
島
・母
島
と
も
次
の
期
間

試
行
し
ま
す
。 

【Ｂ
Ｓ
】３
月
３
日(

月)

～
４
週
間
程
度 

 

期
間
中
は
Ｂ
Ｓ
周
辺
に
ネ
ズ
ミ
の
死
亡
個
体
が
出

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
概
ね
毎
日
点
検
を
行
い
、

死
亡
個
体
は
回
収
す
る
予
定
で
す
。 

 

※
カ
ゴ
罠
等
の
貸
出
は
常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

●
問
合
せ
先 

環
境
課 

 
 
 
 
 
  

２―

２
２
７
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 

３―

２
１
１
１ 

 

小
笠
原
村
診
療
所
の
歯
科
休
診 

 

 

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 17,999 等級 大人 小人 学生

59,160 50,620 29,580 (+2,071) 4,960 2,480 3,970

(+9,660) (+8,270) (+4,830) 16,756 (+1,010) (+500) (+810)

42,730 34,190 21,370 (+1,928) 5,960 2,980

(+6,980) (+5,590) (+3,490) 15,413 (+1,220) (+610)

32,190 25,760 16,100 (+1,773) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+5,260) (+4,210) (+2,630) 1,803

28,250 22,600 14,130 (+207)

(+4,610) (+3,680) (+2,310) 1,342 9,741

等級 村民 村民小人 身障者 (+154) (+1,293)

46,350 23,180 29,580 9,132

(+7,570) (+3,790) (+4,830) (+1,212)

29,920 14,960 21,370 8,523

(+4,890) (+2,440) (+3,490) (+1,131)

22,540 11,270 16,100 975

(+3,680) (+1,840) (+2,630) (+129)

19,780 9,890 14,130 736

(+3,230) (+1,610) (+2,310) 　　のみのため販売はいたしません。 (+98)

※

ご

予

約

さ

れ

た

乗

船

券
は

、
乗

船

の

７
日

前

ま

で

に

購

入

し

て

く

だ

さ
い

。

3月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品 小

笠

原

海

運

㈱

 

0

3

‐
3

4

5

1

‐
5

1

7

1

は
は
じ
ま
丸

(

く
ろ
し
お
丸

)

旅
客
運
賃

伊

豆

諸

島

開

発

㈱

 

0

3

‐
3

4

5

5

‐
3

0

9

0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引

2等往復
3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席

【乗船券販売時間】

午前8時～午後4時まで　

　※ただし、入港日は午前9時～

　※昼休：午前11時30分～午後1時

　※出港2時間前～出港までは乗船手続

5,000 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以

 　※くろしお丸運航

3月7日㈮まで

（予定）

個室はありません

さるびあ丸 席(部屋)数 ｼﾝｸﾞﾙ料

一般 79,150

村民 65,860

一般 61,380

村民 48,090

一般 33,400

村民 23,380

一般 29,320

村民 20,530

　※おがさわら丸の特等、特2等に相当する席はありません。

　※上記にない運賃については窓口にお問合せ下さい。

2名×6部屋

212席

18,000

18,000

-

-

さ る び あ 丸 運 賃 表（片道）

特１等相当 特　等：

1 等 相 当 : 特 1 等

2寝台相当 ：

２和室相当 : 1　等

特2等

おがさわら丸換算 運　賃

4名×6部屋

36席

集
落
ネ
ズ
ミ
一
斉
防
除(

父
島
・母
島) 
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◎
ネ
コ
の
島
内
譲
渡
の
お
知
ら
せ 

小
笠
原
で
は
、
「小
笠
原
ネ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
し

て
、
山
域
・集
落
に
お
い
て
様
々
な
ネ
コ
対
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
山
域
の
ネ
コ
は
希
少
な
鳥
類
や
オ
オ
コ

ウ
モ
リ
な
ど
を
襲
う
可
能
性
が
あ
る
た
め
捕
獲
し
、

都
内
の
動
物
病
院
に
譲
渡
し
、
人
に
慣
れ
さ
せ
て
か

ら
飼
い
主
を
探
し
ま
す
。 

今
回
、
山
域
で
捕
獲
し
た
ネ
コ
か
ら
産
ま
れ
た
仔

ネ
コ
に
つ
い
て
、
島
内
の
飼
養
希
望
者
へ
の
譲
渡
を
実

施
し
ま
す
。 

【申
込
期
間
】３
月
12
日(

水)

ま
で 

譲
渡
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
書
類
審
査
、
面
談
等

を
受
け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
込
み
方

法
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

(

環
境
課
自
然
環
境
係) 

 
 
 

２―

２
２
７
０ 

 

◎
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談 

小
笠
原
動
物
対
処
室
の
獣
医
師
に
よ
る
「母
島
巡

回
ペ
ッ
ト
診
療
・相
談
」を
行
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時

に
備
え
て
ペ
ッ
ト
の
体
調
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
機
会
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

【診
療
日
程
】 

 

３
月
10
日(

月) 

午
前
11
時
～
正
午
／
午
後
２
時
～
４
時
30
分 

 

３
月
11
日(

火)

午
前
８
時
30
分
～
11
時 

【場
所
】 

猫
と
小
型
犬
は
母
島
支
所
２
階
の
会
議
室
で
の
診

療
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
猫
は
ケ
ー
ジ
に
入
れ
て
、
小

型
犬
は
ケ
ー
ジ
に
入
れ
る
か
リ
ー
ド
を
し
て
抱
き
か

か
え
て
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
大
型
犬
や
複
数
頭
同
時
の
診
療
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

【注
意
事
項
】 

○
診
療
・相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。
診
療
は
有
料
、

相
談
は
無
料
で
す
。 

○
予
約
申
込
み
先 

小
笠
原
動
物
対
処
室 

０
９
０-

１
６
９
２-

７
６
６
６ 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

(

環
境
課
自
然
環
境
係) 

 
 
 
 
 

２―

２
２
７
０ 

               

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
入
林
す
る
た

め
の
講
習
を
実
施
し
ま
す
。 

 

次
の
１
お
よ
び
２
の
目
的
で
国
有
林
の
森
林
生
態

系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
、
利
用
講
習
の
受

講
と
入
林
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
講
習
は
配
布

し
た
資
料
を
各
自
で
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
書

類
の
提
出
を
持
っ
て
修
了
と
し
ま
す
。 

 

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話
に
て
お
申
込
み
い

た
だ
き
、
受
講
締
切
日
ま
で
に
必
要
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

 

１
村
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
簡
易
講
習 

村
民
の
方
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
て
指

定
ル
ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
を
対
象
に
講
習
を
実
施

し
ま
す
。 

指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
講
習
の
受

講
と
入
林
申
請
書
の
提
出
に
よ
り
発
行
さ
れ
る
「年

間
パ
ス
」の
携
行
が
必
要
で
す
。 

 

２
調
査
研
究
簡
易
講
習 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
調
査
・研
究
及
び
作
業

等
の
目
的
で
入
林
さ
れ
る
方
を
対
象
に
講
習
を
実
施

し
ま
す
。 

入
林
す
る
た
め
に
は
、
村
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
簡

易
講
習
に
加
え
調
査
研
究
簡
易
講
習
の
受
講
と
入
林

申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。 

※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。
有

効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
入
林
を
希
望
さ
れ

る
場
合
に
は
、
再
度
、
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

【パ
ス
交
付
ま
で
の
流
れ
】 

①
受
講
希
望
者
は
電
話
に
て
申
込
み
。 

②
講
習
資
料
を
配
布
。 

③
講
習
資
料
を
各
自
受
講
し
必
要
書
類
を
受
講
締

切
日
ま
で
に
提
出
。 

④
講
習
修
了
書
・入
林
許
可
書
・年
間
パ
ス
又
は
腕
章

の
交
付
。 

【受
講
締
切
日
】３
月
19
日(

水) 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２―

３
４
０
３ 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

 

２―

２
１
０
３ 

     
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
で
は
小

笠
原
の
豊
か
な
自
然
を
後
世
に
残
す
た
め
、
外
来
植

物
の
駆
除
や
在
来
植
物
の
生
育
保
全
等
の
取
組
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
の
取
組
や
成
果
の
報
告
会
と
葉
山
雅
広
氏

に
よ
る
特
別
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。  

 

【日
時
】３
月
６
日(

木)

午
後
７
時
～
８
時
30
分 

【実
施
方
法
】会
場
・オ
ン
ラ
イ
ン
配
信 

【場
所
】村
役
場
母
島
支
所 

大
広
間 

【内
容
】 

〇
小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
の
取
組

報
告 

○
特
別
講
演 

「
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ノ
ス
リ
は
内
地
の
ノ
ス
リ
と
ど
う
違

う
？ 

母
島
で
の
暮
ら
し
を
探
っ
て
み
た
」 

(

葉
山 

雅
広 

氏) 

※
申
込
不
要
で
す
。 

【配
信
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】 

h
ttp

s
://q

r.p
a
p
s
.jp

/n
b
H

b
u
u
 

   

●
問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人 

日
本
森
林
技
術
協
会 

 

０
３―

３
２
６
１―

５
４
２
６ 

メ
ー
ル
：sh

in
rin

h
o
z
e
n
@

ja
fta

.o
r.jp

  

    

林
野
庁
補
助
事
業
「小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
森
林

生
態
系
保
全
の
た
め
の
技
術
開
発
」に
お
い
て
、
①
外

来
植
物
の
侵
略
性
、
②
在
来
樹
木
の
生
育
適
地
に
関

す
る
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
令
和
６
年
度
に
父
島
・母

島
で
実
施
し
た
各
種
試
験
に
つ
い
て
ご
報
告
す
る
と

と
も
に
、
父
島
夜
明
平
で
行
わ
れ
た
約
５０
年
に
渡
る

植
生
調
査
に
関
す
る
特
別
講
演
を
開
催
し
ま
す
。 

オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、
皆
さ

ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【日
時
】３
月
１３
日(

木) 

午
後
６
時
３０
分
～
８
時
３０
分 

※
事
業
全
体
の
実
施
報
告
と
特
別
講
演
の
２
部
構
成 

【特
別
講
演 

講
演
者
】 

 

駒
澤
大
学 

名
誉
教
授 

清
水 

善
和
氏 

 

※
講
演
の
後
に
質
疑
応
答
を
予
定 

【開
催
方
法
】オ
ン
ラ
イ
ン
配
信(W

e
b
e
x
) 

■
動
物
を
持
込
む
際
は
申
告
し
ま
し
ょ
う 

村
に
持
ち
込
ま
れ
る
動
物
を
把
握
す
る
た
め
、 

動
物
の
持
込
み
申
告
制
度
の
試
行
を
実
施
中
で
す
。 

申
告
方
法
等
の
詳
細
は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を 

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  

持込み申告 
ホームページ 

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域 

入
林
簡
易
講
習
会(
父
島
・
母
島) 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

取
組
報
告
会
・
特
別
講
演
会(

母
島) 

林
野
庁
補
助
事
業 

オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
報
告
会 
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※
参
加
登
録
は
不
要
で
す
。
ス
マ
ホ
で
視
聴
の
場
合
、

W
e
b
e
x

ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
と
パ
ス
ワ
ー
ド

の
入
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
ご
準

備
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
ご
心
配
な
方
は
事
前
の

テ
ス
ト
接
続
を
し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

【配
信
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】 

h
ttp

s
://ja

fta
2
.m

y
.w

e
b
e
x
.c

o
m

/ja
fta

2
.

m
y
/j.p

h
p
?

M
T

ID
=

m
9
c
6
3
a
f0

3
c
c
5
d
0
4
8

3
b
8
a
b
3
fd

3
d
8
3
0
fe

d
0
 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
Ｉ
Ｄ
：26

4
1 18

9
 7

4
9
5
 

パ
ス
ワ
ー
ド
：Pm

a
9
2
fY

  

    

 

●
問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人 

日
本
森
林
技
術
協
会 

０
３―

３
２
６
１―

５
５
１
５ 

メ
ー
ル
：sh

in
rin

h
o
z
e
n
@

ja
fta

.o
r.jp

 

  
 

  

【休
館
日
】３
月
31
日(

月)  

【開
館
時
間
】午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

(

夜
間
開
館
日
は
午
後
９
時
ま
で) 

※
イ
ベ
ン
ト
・夜
間
開
館
に
つ
い
て
は
、
掲
示
板
の
ポ

ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

【特
別
展
】 

◎
写
真
展
「
昔
の
小
笠
原
」(

新
館)

開
催
中 

 

明
治
８
年
に
初
め
て
撮
影
さ
れ
た
様
々
な
写
真
、

戦
前
～
戦
後
、
そ
し
て
現
在
ま
で
の
風
景
や
建
物
、

島
民
の
暮
ら
し
な
ど
の
移
り
変
わ
り
を
写
真
で
紹
介

し
ま
す
。 

◎
「
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
展
～
ク
ジ
ラ
と
一
緒
に
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
」 (

本
館) 

開
催
中 

 
 

ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
回
遊
シ
ー
ズ
ン(

12
～
翌
年
４

月
頃)

に
海
で
観
察
す
る
可
能
性
の
あ
る
生
き
も
の

に
つ
い
て
紹
介
し
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
楽
し

み
方
の
幅
を
広
げ
て
も
ら
う
展
示
で
す
。 

 

【講
演
会
】 

◎
令
和
６
年
度
東
京
都
立
大
学
公
開
講
座(

第
４
回) 

《日
時
》３
月
10
日(

月)

午
後
７
時
～
８
時(

予
定) 

《場
所
》ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館 

多
目
的
ホ
ー
ル 

《内
容
》 

 

①
「２
０
１
８
～
２
０
１
９
年
は
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象

が
発
生
し
て
い
た
の
に
、
な
ぜ
小
笠
原
は
干
ば
つ
に
な

っ
た
の
か
？
」 

 

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
が
発
生
し
て
い
る
と
小
笠
原
で

は
降
水
量
が
多
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
２
０
１
８
～
２
０
１
９
年
は
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ

現
象
が
発
生
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
干
ば
つ
に…

こ
の
理
由
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。 

 
演
者
：松
山 

洋(

東
京
都
立
大
学 

都
市
環
境
科
学

研
究
科 

教
授) 

  

②
「島
嶼
に
お
け
る
気
候
に
つ
い
て
考
察
す
る 

～
キ
リ
バ
ス
共
和
国
と
の
比
較
～
」 

 

太
平
洋
の
真
ん
中
で
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
・ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現

象
に
強
く
影
響
さ
れ
る
キ
リ
バ
ス
共
和
国
の
気
候
と
、

大
陸
の
気
圧
パ
タ
ー
ン
や
周
辺
海
域
の
海
水
面
温
度

が
大
き
く
関
わ
る
小
笠
原
の
気
候
を
比
較
し
ま
す
。 

 

演
者
：菅
野
洋
光(

東
京
都
立
大
学 
都
市
環
境
科

学
研
究
科 

客
員
研
究
員) 

 

《主
催
》東
京
都
立
大
学 

小
笠
原
研
究
委
員
会 

《共
催
》一
般
社
団
法
人 

ビ
ー
ア
イ
オ
ー 

《協
力
》公
益
財
団
法
人 

東
京
都
公
園
協
会
、 

小
笠
原
村 

※
予
約
不
要
、
参
加
費
無
料 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

２―

３
０
０
１ 

   

      

「
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
来
遊
状
況
」 

 

３
月
に
入
り
、
ザ
ト
ウ
シ
ー
ズ
ン
も
い
よ
い
よ
後
半

に
差
し
掛
か
り
ま
し
た
。
折
り
返
し
地
点
と
は
い
え
、

海
面
で
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
ク
ジ
ラ
の
ブ
ロ
ー
が
見

ら
れ
、
海
中
に
い
る
と
ク
ジ
ラ
の
ソ
ン
グ
が
聴
こ
え
、

ま
だ
ま
だ
シ
ー
ズ
ン
真
っ
盛
り
で
す
。 

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
、
毎
年
12
月
か
ら
翌
年
５
月
に
か
け

て
、
ウ
ェ
ザ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
展
望
台
か
ら
毎
朝
30

分
間
の
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
目
視
観
測
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
次
の
グ
ラ
フ
は
、
半
月
ご
と
に
そ
の
平
均
発
見

頭
数
を
ま
と
め
た
結
果
で
す
。 

                      

先
月
号
で
は
、
今
年
の
１
月
前
半
の
時
点
で
は
、
過

去
２
シ
ー
ズ
ン
に
比
べ
て
発
見
数
が
少
な
い
こ
と
を

お
伝
え
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
そ
の
後
の
来
遊
状
況

の
推
移
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

１
月
後
半
は
、
約
22
頭
の
発
見
が
あ
り
、
昨
シ
ー

ズ
ン
よ
り
も
発
見
頭
数
は
少
な
い
も
の
の
、
２
シ
ー
ズ

ン
前
の
結
果
を
追
い
抜
く
形
と
な
り
ま
し
た
。
続
い
て

２
月
上
旬
は
、
強
風
、
海
況
不
良
の
日
が
多
く
、
15

日
中
５
日
し
か
観
測
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

も
ど
か
し
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
発

見
で
き
た
平
均
頭
数
は
お
よ
そ
27
頭
で
し
た
。 

１
月
後
半
も
２
月
前
半
も
、
昨
シ
ー
ズ
ン
よ
り
も

平
均
発
見
頭
数
は
少
な
い
も
の
の
、
グ
ラ
フ
を
見
る

と
昨
年
度
と
同
様
の
増
加
率
を
示
し
て
い
ま
す
。
今

シ
ー
ズ
ン
は
昨
シ
ー
ズ
ン
と
同
様
の
推
移
を
辿
る
の

か
、
あ
る
い
は
２
シ
ー
ズ
ン
前
の
よ
う
に
２
月
前
半
以

降
も
さ
ら
に
増
加
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
後
の

観
測
結
果
も
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
！ 

 

【ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
自
主
ル
ー
ル
遵
守
の
お
願

い
】 現

在
、
本
格
的
な
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。
船
舶
の
航
行
速
度
を
落
と
し
た
り
、

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
中
も
周
囲
の
状
況
確
認
を
き
ち
ん
と

行
っ
た
り
す
る
等
、
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を

安
全
に
楽
し
む
た
め
、
そ
し
て
ク
ジ
ラ
に
と
っ
て
も
優

し
い
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
行
え
る
よ
う
に
、
引
き
続
き
次

に
掲
げ
る
自
主
ル
ー
ル
の
遵
守
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

〇
ク
ジ
ラ
か
ら
３
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
を
減
速
水
域

と
す
る
。 

〇
ク
ジ
ラ
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
を
侵
入
禁
止

水
域
と
す
る
。 

〇
ク
ジ
ラ
の
進
路
や
行
動
を
妨
げ
な
い
。 

〇
ク
ジ
ラ
の
ほ
う
か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以
内
に
接

近
し
て
き
た
場
合
は
、
低
速
で
離
れ
る
か
停
船
状

態
と
し
、
侵
入
禁
止
水
域
か
ら
脱
す
る
ま
で
こ
の

行
動
を
と
る
。 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 
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「村
民
だ
よ
り
」「ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
」へ
の 

ご
意
見
募
集
し
ま
す 

 

 
 

「村
民
だ
よ
り
」 

「小
笠
原
村
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ(

自
主
放
送
番
組)

」 

に
つ
い
て
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
！ 

 

ぜ
ひ
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【回
答
方
法
】 

ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト(G

o
o
g
le

フ
ォ
ー
ム
を
利
用) 

h
ttp

s
://fo

rm
s.g

le
/5

Y
N

9
e
v
M

U
y
p
tB

W

k
N

A
7
 

  (

窓
口
で
用
紙
も
お
渡
し
で
き
ま
す
。) 

 ●
問
合
せ
先 

総
務
課 

情
報
通
信
係
２
―
３
１
１
１ 

●
問
合
せ
先 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)  

 

２―

３
２
１
５ 

  

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
286 

―

春
の
訪
れ―

 

 

小
笠
原
の
桜
も
満
開
を
過
ぎ
、
よ
う
や
く
春
の
気

配
を
感
じ
る
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ

の
繁
殖
シ
ー
ズ
ン
も
間
も
な
く
始
ま
り
ま
す
。 

春
に
な
る
と
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
卵
か
ら
大
切
に

育
て
て
き
た
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
子
ガ
メ
た
ち
が
、
い
よ

い
よ
海
へ
と
旅
立
ち
ま
す
。
生
後
半
年
を
過
ぎ
、
す
っ

か
り
成
長
し
た
子
ガ
メ
た
ち
は
、
ま
る
で
自
慢
の
我

が
子
の
よ
う
な
存
在
で
す
。
体
重
は
１
キ
ロ
グ
ラ
ム

を
超
え
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
頃
の
わ
ず
か
25
グ
ラ

ム
ほ
ど
し
か
な
い
頼
り
な
い
姿
は
、
今
や
遠
い
幻
の
よ

う
で
す
。
小
笠
原
か
ら
旅
立
っ
た
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
た
ち

は
、
本
州
の
太
平
洋
沿
岸
で
再
発
見
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
過
去
に
は
日
本
海
側
の
秋
田
県
を
は

じ
め
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
海
外
で
も
確
認
さ
れ

た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
果
て
し
な
く
広
い
海
の
中
、

ど
ん
な
旅
を
し
て
、
私
た
ち
に
ど
ん
な
情
報
を
届
け

て
く
れ
る
の
か
、
と
て
も
楽
し
み
で
す
。 

小
笠
原
生
ま
れ
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
目
印
と
な
る

標
識
は
、
肢
に
装
着
す
る
金
属
製
の
番
号
付
き
タ
グ

と
、
お
腹
と
背
中
の
甲
羅
を
入
れ
換
え
る
こ
と
で
装

着
す
る
リ
ビ
ン
グ
タ
グ
の
二
種
類
あ
り
ま
す
。
リ
ビ
ン

グ
タ
グ
は
背
中
の
甲
羅
に
つ
け
た
白
い
模
様
が
生
涯

に
わ
た
っ
て
残
る
の
が
特
徴
で
、
２
０
２
４
年
に
生
ま

れ
た
子
ガ
メ
た
ち
は
甲
羅
の
左
側
に
２
箇
所
、
白
い
模

様
が
つ
い
て
い
ま
す
。
小
笠
原
だ
け
で
な
く
、
世
界
中

の
海
で
ウ
ミ
ガ
メ
に
出
会
っ
た
際
に
は
、
ぜ
ひ
目
印
を

探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
も
し
標
識
の
つ
い

た
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
か
け
た
ら
、
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ

ー
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
る
と
大
変
あ
り
が
た
い
で

す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
！ 

 

◎
今
年
も
開
催
し
ま
す
！
「
ウ
ミ
ガ
メ
報
告
会
」 

毎
年
恒
例
の
ウ
ミ
ガ
メ
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
は
数
年
ぶ
り
に
現
地
開
催
が
復
活
し
、
一
部
オ

ン
ラ
イ
ン
を
交
え
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
実
施
し

ま
す
。
海
洋
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵

調
査
の
報
告
に
加
え
、
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
る
研

究
者
に
よ
る
講
演
も
３
題
予
定
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
第
１
部
で
は
小
笠
原
小
学
校
５
年
生
に
よ
る
総

合
学
習
の
発
表
も
行
わ
れ
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
を

は
じ
め
、
多
く
の
村
民
の
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【日
時
】３
月
７
日(

金) 

第
１
部 

午
後
５
時
30
分
～
６
時
45
分 

第
２
部 

午
後
７
時
30
分
～
８
時
15
分 

【場
所
】 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館
多
目
的
室 

オ
ン
ラ
イ
ン
会
場
：Zo

o
m

(

第
２
部
の
み) 

【
参
加
方
法
】 

《対
面
参
加
》 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

各
部
15
分
前
よ
り
開
場
し
ま
す
。 

《オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
》 

 
Z

o
o
m

に
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

午
後
７
時
よ
り
開
始
し
ま
す
。 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グID

:

８
３
１ 

４
５
２
２ 

７
４
５
７ 

パ
ス
コ
ー
ド: 

０
５
３
３
６
３ 

※
申
込
不
要
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
２―

２
８
３
０ 

(

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp

://b
o
n
in

-o
c
e
a
n
.n

e
t 

  

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
百
十
七
貝
「
目
撃
情
報
求
ム
！
」 

 

「父
島
で
エ
リ
マ
キ
コ
ウ
ガ
イ
ビ
ル
を
確
認
」 

先
月
の
村
民
だ
よ
り
で
そ
ん
な
記
事
が
掲
載
さ
れ

た
。
母
島
に
し
か
い
な
い
外
来
プ
ラ
ナ
リ
ア
と
し
て
本

コ
ー
ナ
ー
で
も
紹
介
し
て
き
た
が
、
つ
い
に
父
島
へ
の

侵
入
を
果
た
し
た
と
い
う
訳
だ
。 

「新
た
な
脅
威
っ
て
言
う
け
ど
、
父
島
に
は
ニ
ュ
ー
ヤ

リ
が
い
る
か
ら
、
今
さ
ら
で
し
ょ
？
」 

そ
う
考
え
る
人
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
確
か
に
、

父
島
の
固
有
陸
貝
は
す
で
に
壊
滅
的
だ
と
さ
れ
て
い

る
。
で
は
、
エ
リ
マ
キ
コ
ウ
ガ
イ
ビ
ル
が
侵
入
す
る
と

ど
う
な
る
の
か
？ 

熱
心
な
本
コ
ー
ナ
ー
の
読
者
は
お
察
し
の
こ
と
だ

ろ
う
。
父
島
で
も
ま
だ
容
易
に
観
察
で
き
る
固
有
陸

貝
の
存
在
に
。
そ
う
、
ノ
ミ
ガ
イ
類
な
ど
の
微
小
貝
だ
。

２
ミ
リ
程
度
と
小
さ
い
た
め
気
付
か
れ
に
く
い
が
、
実

は
大
神
山
に
も
普
通
に
い
る
。
そ
ん
な
ノ
ミ
ガ
イ
達

を
母
島
で
食
べ
尽
く
さ
ん
と
し
て
い
る
の
が
エ
リ
マ
キ

コ
ウ
ガ
イ
ビ
ル
だ
。
つ
ま
り
、
な
ん
だ
か
ん
だ
ニ
ュ
ー

ヤ
リ
に
見
逃
さ
れ
て
生
き
延
び
て
き
た
父
島
の
微
小

貝
た
ち
が
、
つ
い
に
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
だ
。
母
島
の
状
況
を
み
る
に
、
数
年
後
に
は

大
神
山
の
ノ
ミ
ガ
イ
も
い
な
く
な
っ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。 

口
惜
し
く
も
、
我
々
に
は
プ
ラ
ナ
リ
ア
類
に
対
す

る
有
効
な
防
除
技
術
が
ま
だ
な
い
。
父
島
で
拡
散
す

れ
ば
、
次
は
属
島
に
渡
る
か
も
し
れ
な
い
。
敵
は
ニ
ュ

ー
ヤ
リ
の
み
に
非
ず
。
是
非
お
手
元
の
手
配
書
に
エ
リ

マ
キ
コ
ウ
ガ
イ
ビ
ル
の
写
真
を
加
え
、
見
つ
け
た
際
に

は
早
急
に
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
ま
で
一
報
い

た
だ
き
た
く
、
改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
る
。 

           

【文
】環
境
省 

母
島
自
然
保
護
官
事
務
所 

 

和
田 

慎
一
郎 

【イ
ラ
ス
ト
】小
野 

恵 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 
 
 

２―

３
１
１
７ 
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厚生労働省にて野菜をどれだけ食べればカルシウム・

カリウム・ビタミン C、食物繊維等の栄養素を十分に摂

取できるか解析を行ったところ、20歳以上で 350ｇ以

上という結果になりました。また、野菜を 350ｇ以上食

べることで高血圧や糖尿病の予防にも効果があること

が報告されています。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

クジラの伝言板 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ： 野菜をたくさん摂りたいけど、いつもメニューがワンパターンになっちゃうな～。 

保健師： そうですよね。村役場でも栄養士さんが作った料理レシピの配布や、東京都のホームペ

ージでも野菜たっぷりレシピの紹介をしているので参考にしてみてくださいね。 

クジラ：レシピ活用で野菜をモリモリ食べよう！ 

― 村民課福祉係― 

― 第 301 号― 

 

けんこう通信 
 

野菜たっぷりバランスの良い食生活を
みなさんは毎日野菜を食べていますか？野菜に含まれるカルシウム、カリウム、ビタミン、食物繊

維などの栄養素は、食事で摂取する必要がありますが、東京都民の健康・栄養状況調査（令和元年）
によると東京都民の約 7割は１日の野菜の必要摂取量に達していない状況です。 
今回は野菜に含まれる栄養素を紹介し、野菜をたくさん食べるポイントをお伝えします！ 

    

１日に必要な野菜の量は 
   ３５０ｇ以上！！！ 

目安 
 ☆生野菜なら両手で３杯 

 ☆加熱野菜なら片手で３杯 
小鉢なら１日５皿分です 

☆野菜に含まれる主な栄養素とはたらき☆ 

カルシウム カリウム 

 

ビタミン C 

 

☆野菜 350ｇを食べるためのポイント☆ 

食物繊維 

☆余分な水分を体外に出し、 
むくみを防止する 

☆血圧を正常に保つ 

春菊、かぼちゃなど 

☆骨や歯を強くする 
☆イライラを防止する 

小松菜、チンゲン菜など 

☆便秘の予防・解消 
☆血糖値上昇抑制 
☆コレステロール値を下げる 

ごぼう、モロヘイヤなど 

☆免疫力 UP 
☆シミ・シワを防ぎ美肌効果 
☆鉄の吸収を助ける 

 
 
 

ピーマン、ブロッコリーなど 

 

１日３食しっかり食べよう！ 

朝・昼・夕の３食を食べるこ
とが大切です。特に朝食を抜く
習慣は糖尿病等の生活習慣病
のリスクを高めることにつなが
ります。 

主食・主菜・副菜を揃えよう！ 調理法を工夫しよう！ 

茹でる・煮る・炒めるなど加熱する
ことでカサが減り、より多くの量を食
べることができます。具沢山の野菜
スープなど、野菜料理の 1皿プラス
を意識しましょう。 

主食・主菜・副菜が揃った食事を１日２
回以上食べることがおすすめです。定食の
形でなくとも、丼ものやワンプレートにした
りメインにサラダやスープをプラスすること
でバランスの取れた食事になります。 

☆野菜を 350ｇ食べると良いのはなぜ？？

☆ 
どれくらいの量かというと… 



村民参加の森づくりプロジェクト(父島)

入港日 出港日

東京三弁護士会による法律相談(母島)

東京三弁護士会による法律相談(父島) 村議会(予算特別委員会)
芝税務署・東京税理士会 出張申告相談(母島)(・４日) 乳幼児計測会(母島)

集落ネズミ一斉防除(母島)(～７日) 母島巡回労働相談

育児学級(卒乳の会)(父島)申込〆切 行政相談所の開設

育児学級(卒乳の会)(父島) 村議会(本会議・予算特別委員会)

親子教室(すくすくキッズ)(父島)

社会福祉協議会 保育職員募集 〆切

森林生態系保護地域入林簡易講習会　受講〆切

出港日 入港日

定期予防接種(父島・母島)

粗大ごみ収集(母島)

保全センター取組報告会・特別講演会(母島) 

「ウミガメ報告会」

親子教室(すくすくキッズ)(母島)申込〆切

行文線 仮桟橋設置工事 現場見学会(父島)申込〆切

入港日 出港日

小笠原村ケーブルテレビ「海びらき２０２5」

小笠原中学校　音楽発表会

福祉バザー(父島)

親子教室(すくすくキッズ)(母島)

母島巡回ペット診療・相談(・１１日)

集落ネズミ一斉防除(父島)(～14日)

東京都立大学公開講座

出港日

村議会(本会議)

村議会(各委員会・本会議) 入港日

小笠原村診療所の歯科休診(～１９日)

乳幼児健診・歯科健診(父島) 電話による無料法律相談

林野庁補助事業オンライン実施報告会

入港日

親子教室(すくすくキッズ)(父島)申込〆切

行文線 仮桟橋設置工事 現場見学会(父島) 出港日

小笠原村職員(事務・技術・看護師)募集〆切

※             マーク：小笠原高校 図書館開放日(開館時間：午後２:30～５:00)

※ 島しょ法律相談(電話相談)(東京都)  3日・5日・7日・10日・12日・14日・17日・１9日・21日・24日・２6日・２8日・３１日

31 月

土 30 日

29 土

15

14 金

木 28 金

27 木水

13

12

火 26 水

25 火月

11

10

9

8

日 24 月

23 日土

7

木

6 木

金 22 土

21 金

2

5 水 20

4 火 19 水

土

3 月 18 火

日 17 月

16 日

日付 曜日 行　事　予　定 日付 曜日

1

行　事　予　定

春分の日

3月のカレンダー


